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◆
組
合
長
挨
拶
―
―

　
本
日
、
令
和
２
年
度
の
通
常
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
日
の
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
書
面
に
よ

る
議
決
権
の
行
使
に
よ
る
出
席
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
の
進
行
に
つ
き
ま

し
て
も
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
た

形
で
進
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
我
々
も
、
昨
今
の
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
中
、
組
合
員
の
格
別
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
役
職
員
一
同
、
更
な
る
健
全

経
営
を
目
指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

●
承
認
・
決
定
さ
れ
た
各
議
案
●

○
令
和
元
年
度
（
第
71
年
度
）
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰

余
金
処
分
案
・
注
記
表
及
び
事

業
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
（
第
72
年
度
）  

事

　
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

○
音
部
漁
港
及
び
重
茂
漁
港
水
産

生
産
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
漁

業
権
に
対
す
る
影
響
並
び
に
埋

立
の
同
意
に
つ
い
て

○
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の 

　
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

○
海
面
魚
類
養
殖
事
業
（
宮
古
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
）
の
継
続
実

施
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
総
会
（
総
代
会
）

で
議
決
し
た
事
項
の
処
理
状
況

に
つ
い
て

●
報
告
さ
れ
た
事
業
の
概
況
●

◎
共
済
事
業

　「
協
同
の
力
を
も
っ
て
、
浜
の

暮
ら
し
の
保
障
に
万
全
を
期
す
」

こ
と
を
目
的
に
「
一
人
ひ
と
り
の

笑
顔
の
た
め
に
・・・
協
同
の
原
点
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〈
最
終
年
度
〉
を

実
施
し
た
結
果
、事
業
総
利
益
（
粗

利
益
）
は
７
３
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
購
買
事
業

　
サ
ケ
漁
不
漁
に
よ
り
包
装
資

材
、
餌
飼
料
、
Ａ
重
油
が
計
画
を

下
回
り
、
ま
た
、
定
置
資
材
の
安

価
購
入
に
よ
り
漁
網
綱
類
が
計
画

よ
り
下
回
っ
た
が
、
製
氷
冷
凍
部

受
託
加
工
品
の
増
加
に
よ
り
他
漁

業
資
材
が
、
ま
た
、
津
軽
石
さ
け

繁
殖
保
護
組
合
50
周
年
記
念
品
に

よ
り
生
活
物
資
が
計
画
を
上
回

り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

５
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
販
売
事
業

　
ウ
ニ
漁
は
、
海
況
に
恵
ま
れ
ず

８
月
に
集
中
し
た
開
口
に
よ
り
価

格
が
高
騰
、
養
殖
ホ
タ
テ
は
、
県

南
部
海
域
の
貝
毒
に
よ
る
出
荷
自

主
規
制
に
伴
う
卸
売
市
場
の
数
量

不
足
か
ら
価
格
は
高
値
で
推
移
、

ア
ワ
ビ
漁
は
、
事
前
入
札
価
格
が

前
年
を
上
回
っ
た
が
、
時
化
の
影

響
か
ら
開
口
は
12
月
が
主
と
な
り

身
の
痩
せ
た
物
が
多
く
水
揚
げ
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
数
量
は
計
画
を

下
回
り
、
養
殖
カ
キ
は
台
風
19
号

に
よ
り
数
量
減
少
が
あ
っ
た
も
の

の
価
格
は
高
値
を
維
持
し
た
。
一

方
、
養
殖
す
き
昆
布
は
前
年
３
月

の
大
雨
に
よ
る
真
水
被
害
に
よ
り

減
産
と
な
り
価
格
が
高
騰
、
買
受

人
の
在
庫
量
が
残
っ
た
こ
と
も
要

因
で
価
格
が
大
幅
に
下
落
し
販
売

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
事
業
総
利

益
（
粗
利
益
）
は
計
画
を
上
回
る

　
令
和
２
年
度
通
常
総
会
６
月
30
日
（
火
）
宮
古
漁
協
ビ
ル
４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
２
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使

の
方
法
を
案
内
し
、
正
組
合
員
４
４
７
名
（
本
人
出
席
６
名
（
役
員
）、
書
面
決
議
４
４
１
名
）
が
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 71 年 度）令 和 2 年 度
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１
，３
８
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　
普
通
氷
と
海
洋
深
層
水
混
合
氷

を
生
産
し
各
種
漁
船
漁
業
及
び
鮮

魚
出
荷
業
者
へ
の
安
定
し
た
供
氷

体
制
を
図
り
、
自
動
販
売
製
氷
機

に
お
い
て
は
24
時
間
の
供
氷
体
制

に
よ
っ
て
の
鮮
度
保
持
に
よ
る
付

加
価
値
の
向
上
等
、
宮
古
市
魚
市

場
へ
の
高
鮮
度
な
水
産
物
の
水
揚

げ
及
び
各
地
へ
の
出
荷
へ
寄
与
し

た
。
ま
た
、
組
合
員
の
生
産
性
の

向
上
を
念
頭
に
、
安
定
し
た
餌
料

の
生
産
及
び
保
管
に
努
め
る
と
と

も
に
、
サ
ン
マ
・
イ
ク
ラ
等
「
安

全
・
安
心
」
な
製
品
の
生
産
と
ワ

カ
メ
・
コ
ン
ブ
等
の
受
託
加
工
作

業
及
び
受
託
保
管
業
務
を
行
っ
た

が
、
サ
ン
マ
・
秋
サ
ケ
の
不
漁
が

大
き
く
響
き
、
計
画
を
大
き
く
下

回
り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
▲
３
，
８
９
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
漁
業
自
営
事
業

　
主
要
魚
種
で
あ
る
秋
サ
ケ
の

漁
獲
量
は
、
主
力
と
な
る
４
歳

魚
が
少
な
く
、
ま
た
台
風
19
号

通
過
に
伴
う
高
波
、
う
ね
り
に

よ
る
漁
網
損
壊
等
に
よ
り
、
尾

数
は
85
千
尾
、
数
量
は
２
７
７

ト
ン
と
計
画
を
大
き
く
下
回
り
、

ま
た
、
そ
の
他
の
魚
種
で
は
ブ

リ
類
、
サ
ワ
ラ
類
が
好
調
で
あ

り
ま
し
た
が
、
事
業
総
利
益
（
粗

利
益
）
は
３
２
，
９
９
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
市
場
事
業

　
地
方
卸
売
市
場
の
役
割
と
し

て
、
受
入
態
勢
並
び
に
公
正
な
販

売
取
引
を
念
頭
に
廻
来
船
誘
致
活

動
及
び
品
質
衛
生
管
理
の
充
実
を

図
り
、
水
揚
増
大
を
目
標
に
日
々

努
め
た
が
、
サ
バ
の
水
揚
数
量
は

増
加
し
た
も
の
の
、
秋
サ
ケ
や
サ

ン
マ
が
近
年
に
な
い
不
漁
で
あ
っ

た
た
め
数
量
・
金
額
と
も
に
減
少

し
、
取
扱
量
は
１
８
，
９
７
３
ト

ン
と
な
り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利

益
）
は
１
５
，
６
４
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

◎
造
船
事
業

　
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
影
響
は
あ
っ

た
も
の
の
、
安
全
を
第
一
に
生
産

向
上
に
努
め
た
結
果
、
受
入
利
用

料
は
５
，
８
３
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
指
導
事
業

　
広
報
誌
「
漁
協
だ
よ
り
」
に
よ

り
「
水
産
政
策
の
改
革
」
の
内
容

な
ど
、
水
産
全
般
に
関
す
る
諸
情

報
の
提
供
と
知
識
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
監
視
船
に
よ
る
漁

場
監
視
を
行
い
、
密
漁
防
止
強
化

に
努
め
、
水
族
資
源
の
管
理
を
図

り
な
が
ら
、
管
内
海
域
の
磯
根
資

源
の
増
繁
殖
を
図
る
た
め
、
ア
ワ

ビ
種
苗
３
０
５
千
個
、
ナ
マ
コ
種

苗
29
千
個
を
放
流
、
内
湾
奥
域
漁

場
に
お
い
て
は
、
ア
サ
リ
14
ト

ン
（
当
組
合
４
ト
ン
、
水
産
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
事
業
10
ト
ン
）、

ホ
ッ
キ
貝
１
ト
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
放

流
し
た
。
ま
た
、
海
難
の
未
然
防

止
を
図
る
べ
く
、
漁
業
無
線
局
か

ら
随
時
に
海
気
象
等
を
伝
播
す
る

と
と
も
に
、
海
難
防
止
講
習
会

を
通
じ
、
救
命
胴
衣
常
時
着
用
励

行
徹
底
や
安
全
対
策
に
関
す
る
意

識
の
高
揚
と
周
知
を
図
っ
た
。
高

浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
組
合
員
の
生
産
力
向
上
に
資

す
る
た
め
、
養
殖
種
苗
生
産
・
安

定
供
給
に
努
め
、
漁
場
環
境
調
査

や
ホ
タ
テ
ガ
イ
ラ
ー
バ
調
査
等
を

継
続
し
て
行
い
、
関
係
組
合
員
へ

情
報
を
提
供
し
た
。
加
え
て
、
近

年
、
漁
獲
量
が
低
迷
す
る
中
で
、

宮
古
湾
に
お
け
る
魚
類
養
殖
（
海

面
養
殖
：
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
、

陸
上
養
殖
：
ホ
シ
ガ
レ
イ
）
の
可

能
性
を
検
証
・
検
討
す
る
目
的
の

委
託
事
業
を
宮
古
市
か
ら
受
託

し
、
本
年
度
よ
り
実
証
試
験
を
実

施
し
た
。

◎
さ
け
・
ま
す
ふ
化
放
流
事
業

　
本
年
度
の
岩
手
県
の
サ
ケ
来
遊

尾
数
は
前
年
度
対
比
21
％
、
本
州

太
平
洋
側
で
28
％
と
非
常
に
少
な

い
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
津
軽
石

川
で
は
、
台
風
19
号
に
よ
る
増
水

で
捕
獲
場
が
被
災
し
、
１
ヵ
月
余

り
親
魚
の
捕
獲
も
出
来
ず
、
海
産

親
魚
に
よ
る
種
卵
の
確
保
に
努
め

た
が
、
津
軽
石
川
と
閉
伊
川
で
の

稚
魚
生
産
は
計
画
を
大
き
く
下
回

り
２
７
，２
４
６
尾
と
な
っ
た
。

◎
無
線
事
業

　
海
難
事
故
未
然
防
止
を
最
重
点

に
、
定
時
気
象
通
報
に
加
え
、
各

警
報
・
注
意
報
発
令
時
に
お
い
て

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 71 年 度）令 和 2 年 度
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は
、
い
ち
早
く
情
報
を
発
信
し
、

事
故
防
止
へ
の
対
応
を
図
っ
た
。

ま
た
、
安
全
操
業
の
徹
底
を
図
る

た
め
救
命
胴
衣
着
用
等
の
周
知
に

努
め
た
。

◎
加
工
開
発
事
業

　
秋
サ
ケ
の
漁
家
対
策
の
一
環
と

し
て
付
加
価
値
向
上
並
び
に
魚
食

普
及
を
目
的
に
平
成
５
年
３
月
か

ら
事
業
開
発
し
た
加
工
開
発
事
業

「
さ
け
の
中
骨
水
煮
缶
詰
・
さ
け

の
中
骨
こ
っ
紛
」
に
つ
い
て
は
、

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
製
造
販

売
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
が
求
め
ら
れ
、
老
朽
化
し
た

施
設
・
機
械
設
備
の
法
令
に
沿
っ

た
修
繕
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
採
算
に
あ
っ
た

事
業
展
開
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
今
年
度
末
で
事
業
廃
止
す
る

こ
と
と
し
た
。

◎
利
用
事
業

　
令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
に

よ
り
被
災
し
た
白
浜
水
産
物
加
工

処
理
施
設
を
復
旧
整
備
し
た
。
ま

た
、
各
共
同
利
用
施
設
に
於
い
て

は
、
適
正
な
管
理
と
運
営
に
努
め

た
。

◎
そ
の
他
の
事
業

　
森
と
海
の
密
接
な
る
関
係
性
を

踏
ま
え
、
定
期
的
な
森
林
管
理
巡

視
に
よ
り
資
産
の
維
持
と
管
理
に

努
め
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
昨
年
10
月

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

感
染
症
に
よ
る
内
外
経
済
や
国
民

生
活
へ
の
影
響
を
注
意
深
く
見
極

め
な
が
ら
、
機
動
的
に
、
必
要
か

つ
十
分
な
経
済
財
政
政
策
を
躊
躇

な
く
行
い
、
日
本
経
済
を
確
か
な

成
長
軌
道
へ
と
戻
す
た
め
の
思
い

切
っ
た
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

従
前
に
も
増
し
て
よ
り
健
全
な
漁

業
経
営
機
能
の
確
立
と
組
織
基
盤

の
強
化
・
充
実
を
目
指
し
、
昨
年
11

月
22
日
開
催
の
「
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
全

国
代
表
者
集
会
」
で
採
択
さ
れ
た

「
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

改
革
の
実
践
～
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
が
漁

業
者
と
と
も
に
自
ら
拓
く
浜
の
未
来

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
向
こ
う

５
年
間
の
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
運
動
方
針

（
２
０
２
０
～
２
０
２
４
年
度
）
を

基
軸
と
し
て
、
協
同
組
合
精
神
に
立

脚
し
た
相
互
理
解
の
下
、
効
率
的
か

つ
積
極
果
敢
な
事
業
展
開
が
必
須

と
思
慮
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
践
に
は
、
組
合
員
各
位

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
こ

そ
実
行
が
挙
が
る
も
の
で
あ
り
、

次
の
重
点
事
項
を
掲
げ
鋭
意
専
心

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１
．
組
合
員
の
信
頼
に
応
え
う
る

更
な
る
組
織
強
化
を
目
指
し
、

「
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
運
動
方
針
」
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２
．「
地
域
再
生
営
漁
計
画
」
及
び

「
浜
の
活
力
再
生
（
広
域
）
プ

ラ
ン
」
を
基
軸
に
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
諸
課
題
解
決
に
向

け
、
引
き
続
き
そ
の
実
行
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３
．
新
た
な
制
度
等
（
水
産
政
策

の
改
革
）
へ
の
的
確
な
対
応
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

４
．
魚
類
養
殖
事
業
へ
の
事
業
展

開
に
向
け
て
、
更
な
る
協
議
・

検
討
を
進
め
適
宜
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

５
．
環
境
保
全
対
策
の
継
続
実
施

と
海
洋
環
境
の
注
視
に
努
め
、

資
源
管
理
型
漁
業
の
効
果
的
実

践
に
よ
る
漁
業
生
産
力
の
向

上
、
及
び
適
切
な
漁
場
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

６
．
衛
生
管
理
の
徹
底
に
よ
る
各

種
水
産
物
の
「
安
全
・
安
心
・
高

品
質
化
」に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

７
．
組
合
員
の
経
営
安
定
に
貢
献

し
う
る
各
般
事
業
の
効
率
的
か

つ
積
極
的
展
開
、
及
び
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
削
減
と
可
能
な
限
り
の

自
助
努
力
を
傾
注
し
、
組
合
経

営
の
健
全
性
確
保
と
組
織
基
盤

の
強
化
・
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

８
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等

遵
守
）
の
徹
底
と
内
部
管
理
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
継
承
加
入
者
）

　
盛
合
　
昭
雄
（
津
軽
石
地
区
）

㈡
令
和
２
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

　
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
つ
い
て

㈢
資
産
自
己
査
定
の
報
告
に
つ
い

　
て

㈣
固
定
化
債
権
の
回
収
状
況
及
び

　
処
理
方
針
に
つ
い
て

㈤
全
漁
連
監
査
結
果
の
報
告
に
つ

　
い
て

㈥
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
及

　
び
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈦
令
和
元
年
度
業
務
報
告
に
つ
い

　
て

㈧
令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
設
定

　
に
つ
い
て

㈨
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
に
係
る
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

㈠
魚
市
場
水
揚
報
告
に
つ
い
て

㈡
登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

　
つ
い
て

㈢
令
和
元
年
度
組
合
脱
退
者
の
報

　
告
に
つ
い
て

㈣
令
和
元
年
度
下
半
期
開
催
の
理

　
事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

　
つ
い
て

㈤
ト
ラ
ウ
ト
初
出
荷
の
結
果
等
に

　
つ
い
て

㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
継
承
加
入
者
）

　
細
越
　
一
男
（
磯
鶏
地
区
）

　
山
根
　
儀
弘
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

㈡
音
部
漁
港
及
び
重
茂
漁
港
水
産

生
産
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
漁

業
権
に
対
す
る
影
響
並
び
に
埋

立
の
同
意
に
つ
い
て

㈢
海
面
魚
類
養
殖
事
業
（
宮
古
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
）
の
継
続
実

施
に
つ
い
て

㈣
令
和
元
年
度
業
務
全
般
監
査
報 

　
告
に
つ
い
て

㈤
総
代
会
・
総
会
提
出
議
案
審
議

　
に
つ
い
て

㈥
総
代
会
・
総
会
開
催
日
時
決
定

　
に
つ
い
て

㈦
参
事
の
任
免
に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

㈠
業
務
報
告
に
つ
い
て

㈡
令
和
２
年
度
宮
古
市
水
産
課
関

　
係
事
業
つ
い
て

令
和
２
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
２
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
２
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

平
成 

（
令
和
元
）
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

第
一
回
理
事
会

（ ） ４月
２８日

第
二
回
理
事
会

（ ） ５月
２１日

理
事
会
報
告

『職員人事異動のお知らせ』



（5） 第１４８号 令和２年７月発行みやこ漁協だより

　
無
事
故
漁
船
表
彰
は
基
準
日
か
ら
遡
っ
て
５
年
間
漁
船
保
険
に
継
続
し
て
付
保
し
、
か
つ
、
無
事

故
等
の
基
準
を
満
た
し
た
漁
船
所
有
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
金
沢
漁
業
株
式
会
社
所
有
船
第
五
十
一
勝
運
丸
が
水
産
庁
長
官
表
彰
、
金
沢
漁
業
株
式
会

社
所
有
船
第
１
１
１
勝
運
丸
並
び
に
山
根
漁
業
部
株
式
会
社
所
有
船
第
八
龍
丸
が
日
本
漁
船
保
険
組

合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
４
回
目
は
、
細
越
守
さ
ん
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
守
さ
ん
は
学
校
卒
業
後
、
運
搬
船
の
船
員
と
し
て

乗
船
。
４
年
間
務
め
た
後
、
貨
物
船
の
船
員
と
し
て

定
年
す
る
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
４
年
か
ら
当
漁
協
の
組
合
員
と
な

り
、
刺
網
漁
業
・
磯
建
網
漁
業
を
営
み
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　
年
々
漁
業
を
取
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
身
体
が
頑
張
れ
る
う
ち
は
、
浜
に
出
た
い

そ
う
で
す
。

 １．異　動（令和２年６月１日付）

氏　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

井戸端　勝　治 参事（市場担当）兼市場総務部長 市場総務部長

 ２．退　職

氏　　名 職　　　名 備　　　考

大　澤　春　輝 参事（市場担当）（嘱託） 令和２年５月３１日付　再雇用満了

大久保　正　樹
金融共済部金融共済課金融共済係
（岩手県信漁連出向）（嘱託）

令和２年５月３１日付　再雇用満了

細
　
越
　
　
守
さ
ん
（
　
才 

磯
鶏
）

組
合
員
紹
介
④

昭和 58 年信用部（現、金融共済部）渉外係として入組。その後、津軽石支店を経て、業務部購販売課

（現、業務課）へ異動、平成 10 年業務部業務課長代理に昇格。平成 13 年鍬ケ崎支店長代理、平成 17 年

崎山支所長代理、平成 18 年高浜支所長、平成 25 年 4 月業務部長、平成 26 年 4 月参事（市場担当）に昇格。

令和 2 年 5 月 31 日再雇用満了により退職、当組合に約 37 年在職されました。

長い間、お疲れ様でした。

83

:

大澤春輝さん紹介

漁
船
保
険 

無
事
故
漁
船
表
彰

『職員人事異動のお知らせ』



（6）第１４８号 令和２年７月発行みやこ漁協だより

　この度、令和２年６月１７日開催の岩手県漁連第２回
理事会において、当組合の大井誠治代表理事組合長が
岩手県漁連会長として再任されましたことを、ご報告
申し上げます。

岩手県漁業協同組合連合会会長の再任について

宮古漁協金融共済部　TEL ６３−５２２２問い合わせ先



（7） 第１４８号 令和２年７月発行みやこ漁協だより

　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査
に

つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白
浜

漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明
度
・

水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝
酸
態

窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
御
報

告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
昨
年

よ
り
高
く
推
移
し
て
お
り
、
６
月
は

０
ｍ
層
で
昨
年
よ
り
約
２
度
程
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
比
重
…
０
ｍ
で

は
、
白
浜
が
４
月
に
低
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
で
安
定
し

て
い
ま
す
。栄
養
塩
…
昨
年
と
比
べ
、

全
体
的
に
低
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
漁
協
だ
よ
り
等
、
各
支
店
・

支
所
に
て
結
果
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
参
考
に
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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硝
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態
窒
素
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10

(℃) (℃)

水
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比
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（
０
ｍ
）

比
重
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水
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０
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透
明
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（
ｍ
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漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
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境
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に
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漁
場
環
境
調
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結
果
に
つ
い
て
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ℓ ℓ
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（9） 第１４８号 令和２年７月発行みやこ漁協だより

　
海
を
愛
し
、
漁
業
を
育
て
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業
に
夢
を

も
っ
た
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
漁
村
の
明
日
を
担
う
小
・

中
学
生
を
対
象
に
募
集
致
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

沿
岸
地
区
の
指
定
校
の
小
学
生
及

び
中
学
生

○
題
材
及
び
用
紙
の
規
格

　
㋑
題
材

「
海
」、「
漁
業
」、「
漁
船
」
に

関
係
あ
る
題
材

　
㋺
用
紙
規
格

四
ツ
切
大
（
平
均
値
54
㎝
×
38

㎝
）
画
用
紙

○
応
募
点
数

各
学
年
ご
と
に
10
点
以
内
と
し
、

１
名
１
点
と
す
る
。

○
応
募
締
切

　
令
和
２
年
８
月
31
日
㈪（
期
日
厳
守
）

〇
提
出
先

　
各
漁
業
協
同
組
合

○
そ
の
他

　
㊀
応
募
作
品
の
著
作
権
は
す
べ
て

　
　
主
催
者
に
帰
属
す
る
。

　
㊁
応
募
作
品
は
、
必
ず
裏
面
左
下

に
主
催
者
で
用
意
し
た
出
品

カ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
。

　
㊂
応
募
作
品
へ
の
台
紙
は
必
要
と

　
　
し
な
い
。

　
㊃
応
募
者
及
び
参
加
校
に
は
、
主

　
　
催
者
よ
り
参
加
賞
を
進
呈
す
る
。

　
㊄
応
募
作
品
の
う
ち
特
に
優
秀
な

も
の
は
、
第
43
回
全
国
海
の
子

絵
画
展
に
推
薦
す
る
。

　
㊅
全
国
海
の
子
絵
画
展
に
推
薦
し

た
優
秀
作
品
の
返
還
時
期
は
、

原
則
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、

水
産
庁
長
官
賞
受
賞
作
品
に
つ

い
て
は
全
国
展
表
彰
式
か
ら
１

年
後
と
し
、
そ
の
他
の
作
品
に

つ
い
て
は
全
国
展
表
彰
式
終
了

後
と
す
る
。

　
㊆
出
品
に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
目
的
の
範
囲
内
で
第
三
者

提
供
を
行
う
た
め
出
品
者
か
ら

個
人
情
報
利
用
の
承
諾
を
得
て

か
ら
の
出
品
と
す
る
。

○
優
秀
作
品
の
表
彰

　
㊀
最
優
秀
賞

　
　
小
学
生
６
名
、
中
学
生
４
名
、

　
　
計
10
名

　
㊁
優
秀
賞

　
　
小
学
生
12
名
、
中
学
生
６
名

　
　
計
18
名

　
㊂
特
別
賞

　
　
小
学
生
２
名
、
中
学
生
１
名

　
　
計
３
名

　
㊃
入
選

　
　
小
・
中
学
生
　
各
若
干
名

　
㊄
学
校
賞

参
加
協
力
校
か
ら
小
学
校
２

校
、
中
学
校
１
校
を
選
び
、
感

謝
状
及
び
副
賞
を
贈
る
。

　
㊅
表
彰
の
方
法

最
優
秀
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
は

次
に
よ
り
行
う
が
、
優
秀
賞
受

賞
者
に
つ
い
て
は
賞
状
・
記
念

品
、
入
選
者
に
つ
い
て
は
賞
状
の

発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
る
。

　
㋑
と
　
き

　
　
令
和
２
年
10
月
９
日
㈮

　
㋺
と
こ
ろ

　
　
盛
岡
市
内
丸
　
水
産
会
館

　
㋩
表
彰
式
出
席
に
か
か
る
旅
費
に

つ
い
て
は
主
催
者
が
実
費
負
担

す
る
。

特
別
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
は
次

に
よ
り
行
う
。

　
㋑
と
　
き

　
　
令
和
２
年
11
月
21
日
㈯

　
㋺
と
こ
ろ

　
　
大
船
渡
市
民
文
化
会
館

○
入
賞
作
品
展
示
会

　
㋑
と
　
き

　
　
令
和
２
年
11
月
21
日
㈯
・

　
　
　
　
　
　
　
　
22
日
㈰

　
㋺
と
こ
ろ

　
　
大
船
渡
市
民
文
化
会
館

○
審
査
委
員
会

　
令
和
２
年
９
月
11
日
㈮

○
審
査
委
員

　
①
審
査
は
主
催
団
体
長
が
委
嘱
し

　
　
た
委
員
に
よ
り
行
う
。

　
②
審
査
委
員
は
応
募
作
品
を
審
査

し
、
優
秀
作
品
を
主
催
団
体
長

に
答
申
す
る
。

○
主
催

　
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
岩
手
県
信
用

　
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　
県
内
各
漁
業
協
同
組
合

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
　
宮
古
漁
協
庶
務
課
へ

第
　
回 

岩
手
県
海
の
子
絵
画
展
に
つ
い
て

37
第
　
回 

岩
手
県
海
の
子
絵
画
展
に
つ
い
て

37

問い合わせ先 本所指導課又は各支店・支所

　平成３１年４月以降に購入したものが対象となり、加入漁船１隻につき乗組員数を上限と

して、１着につき３，０００円または購入費の３０％のどちらか低い金額を助成します。

　助成を希望する方は、購入した救命胴衣の領収書と印鑑を本所指導課又は各支店・支所へ

ご持参願います。

　なお、助成を受けた場合には、以後３年間は助成を受けられませんので、ご注意願います。

　また、諸事情により、助成を次年度に繰り越す場合があります。

救命胴衣購入費の一部を助成しています！！
漁船保険にご加入中の方へ



（10）第１４８号 令和２年７月発行みやこ漁協だより

　
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
社
会
に
大
き

く
影
響
を
与
え
始
め
て
か
ら
数
ヶ

月
。
県
外
へ
の
移
動
が
６
月
19
日

か
ら
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
、
少
し

ず
つ
自
粛
ム
ー
ド
で
は
な
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か

し
、
新
た
な
感
染
者
は
ま
だ
出
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
感
染

予
防
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
早

く
元
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
浜
で
は
ア
サ
リ
漁
と

ホ
ッ
キ
漁
が
終
わ
り
、
ウ
ニ
漁
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節

は
濃
霧
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

に
は
救
命
胴
衣
を
着
用
の
う
え
、

事
故
が
な
い
よ
う
安
全
操
業
の

心
掛
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
号
（
第
百
四
十
九
号
）
は

令
和
二
年
十
月
発
行
の
予
定
で

す
。

編
集
後
記

みやこ漁協だより

令和２年７月発行    Ｎｏ.１４８

（創刊　昭和６０年６月）
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船検の目的

主な船検の内容
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本所指導課、各支店・支所


